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新年おめでとうございます。令和 3 年の新春
を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り経済活動が制限され、世界経済は大変厳しい
状況となりました。古紙業界としてもコロナ禍
で感染防止策を講じ、新たな仕事の仕方や業務
形態に大変なご苦労をされたことと思います。

中国が先進国からの古紙輸入を規制開始して
から既に 4 年が経過し、昨年は約 600 万トンと
一昨年の 40％減、過去最高時の 3,000 万トンレ
ベルから見ても大幅な輸入減少となりました。
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これを受けて我が国の古紙輸出は段階的に東
南アジア向けのシフトを進めてまいりました。
昨年は古紙の輸出先の比率は約 40％弱が中国、
60％がアジア諸国となり、過去最大であった中
国依存度 80％以上から大幅なシフトは進みま
したが、まだ道半ばであり、国内メーカーさん
の動向や需給バランスを睨みながらも更なる輸
出も進めていかねばなりません。

今年は北米からの東南アジア向け古紙輸出に
も拍車がかかる可能性があり、グローバルな古
紙輸出競争が激しくなる可能性もあります。予

111

年頭所感

全国製紙原料商工組合連合会

理事長　栗原　正雄

JRPA通信
Japan Recovered Paper Association Public relations magazine

No.3
2021.2 月号

発　行　全国製紙原料商工組合連合会
東京都台東区東上野 1-17-4
電話 03-3833-4105

発行人　栗原　正雄
発行日　2021 年 2 月 26 日

リ カ パ ー

も く じ

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

28

29

31



2

てより申し上げております通り、輸入商品とし
て日本に持ち込まれる段ボールケースは輸出入
のケースを差し引いて約 160 万トンの入超、実
質同等量の段古紙輸入とも言え、この数量をア
ジア各国に振り向けなければグローバルな資源
循環が滞ることに繋がる可能性もございます。

一連の中国による固体廃棄物輸入規制に対し
ても、「日本の古紙は廃棄物ではない。」「再生
資源としてのグローバルな循環システムを維持
する為にも、中国から先進国への包材分は原料
として戻すべき。」との主張は引き続き関係者
に対して行ってまいりたいと存じます。

また、不安定な輸出市況の中、仕入競争過熱
化を繰り返すことのないよう早め早めの警鐘を
鳴らし続けたことで、何とか一年を乗り切るこ
とができましたことは、全国の組合員の皆様の
ご努力の結果と感謝しております。構造的な古
紙発生量の減少に伴い、仕入価格を上げて車間
距離を縮めることは経営基盤を揺るがすもので
あります。古紙市況の安定化、すなわち適度な

車間距離の確保が業界の安定化には不可欠との
認識が共有されるよう今年も努めてまいりま
す。加えて日本の紙リサイクルシステムの維持
を図るという社会的責任を果たすためにも、持
続的なリサイクルコスト、あるべき水準という
ものについて関係者の方々の一層のご理解を得
ることも大切な課題です。全原連の立場からも
関係団体との連携をさらに深めながら紙リサイ
クルシステムの維持に努めてまいりたいと思い
ます。

今年の干支は「辛丑」（かのと・うし）」で
ありま す。「辛」（かのと）で思い悩みながら、

「丑」（うし）で新しい生命の息吹がある。即ち、
辛いことが多いだけ大きな希望が芽生える年に
なることを指し示しているといえる年でありま
す。コロナ禍を克服したのちの新たな希望に向
けて、古紙に関わる皆様方の更なるご健勝、無
事故無災害、一日も早いコロナ禍の収束を心よ
り祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。
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年頭挨拶

令和 3 年の新年を迎え、謹んでお喜び申し上
げます。また、平素より経済産業行政に対する
深いご理解と格別のご支援を賜り、厚く御礼申
し上げます。

昨年は、中国での新型コロナウイルス感染症
の発生という、未曾有の事態から始まった 1 年
でした。まずは、これまでお亡くなりになられ
た方々のご冥福をお祈り申し上げますととも
に、今なお、健康面や経済面で多くの影響を受
けている皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
また、国民生活の安定のため、厳しい状況にあ
りながらも、物資の安定供給にご尽力いただき
ました紙パルプ産業の多くの企業の皆様に、改
めて厚く御礼申し上げます。

ポストコロナの時代に向けて、菅総理大臣よ
り、2050 年までに温室効果ガス排出を全体と
してゼロにする、カーボンニュートラル宣言が
なされました。この「グリーン社会」の実現に
向けたハイレベルな目標の達成のためには、産
業界一体となった取組を推進していかなければ
なりません。素材産業においては、自家用石炭
火力発電を含めたエネルギーの脱炭素化、原料
由来ＣＯ２の排出量低減や回収・再利用技術の
実現などに取り組んでいく必要があります。こ
れらのカーボンニュートラルに向けた取組は、
もはや経済成長の制約ではなく、新たなビジネ
スチャンスにつながる成長戦略そのものです。
特に紙パルプ業界においては、バイオマス利用
について他の業界をリードしているものと認識

しており、革新的な技術開発を通じ、日本の紙
パルプ産業がこれまで以上に国内外の産業界全
体に貢献する産業となっていくことを期待して
います。

紙パルプ産業においても、新型コロナウイル
ス感染拡大は大きな変革をもたらしています。
企業における在宅勤務推進やインバウンドの減
少により情報用紙や白板紙などの需要が急減し
ております。他方で、衛生意識の高まりにより
タオル用紙などは需要が増加する動きが見ら
れ、こうした需要構造の変化に素早く対応する
ことが求められています。さらに、製造業の競
争力強化と製品の確実な配送のため、サプライ
チェーン全体での効率化や取引適正化、取引条
件の改善も重要な課題となります。2016 年に
発表した「未来志向型の取引慣行に向けて」に
従い、昨年は下請取引適正化に向けた自主行動
計画の策定の動きがありました。本年も、関係
業界の皆様と連携しながら、より一層の取組を
進めてまいります。また、製紙原料の一つであ
る古紙については、本年から中国の固体廃棄物
輸入規制により、中国の古紙輸入が停止される
こととなっております。国内の紙リサイクルシ
ステムの維持のため、しっかりと状況を注視し
つつ、製紙企業と古紙業者双方による資源循環
の維持に向けた取組を支援してまいります。

令和の時代を迎えて 3 年目となる本年は、新
型コロナウイルスが社会に与えた激動の変化を
乗り越え、ウィズコロナ・ポストコロナの新時
代を迎える年となります。この新しい時代を迎
えるにあたって、皆様のご健康とご多幸を、そ
して我が国紙パルプ産業の更なる発展を祈念い
たしまして、新年のご挨拶とさせていただきま
す。
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年頭挨拶

2021 年新年ご挨拶
2021 年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶

を申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルスで始まり、新型

コロナウイルスで終わる、まさに災禍の 1 年と
なりました。世界経済はこのパンデミックによ
り未曾有の危機に直面し、世界全体の経済成長
率は 1930 年代の大恐慌以来のマイナス成長に
なるものと見込まれております。

我が国経済も、昨年 4 月の緊急事態宣言の発
出により、2020 年 4～6 月期の実質 GDP は年率
28.1％減と戦後最悪の落ち込みを記録する等、
景気は急激に悪化しました。緊急事態宣言の全
面解除以降は、経済活動再開の広がりや政府に
おけるコロナ関連の経済対策により、景気は緩
やかに持ち直してきていましたが、新型コロナ
ウイルス感染者の再拡大を受け、足元では先行
きの不透明感が強まる状況となっております。

昨年末には、日本同様、世界において感染が
再拡大する一方、ワクチンの接種が米英で始ま
り、消息に向けての一条の光も見え始めていま
すが、いずれにしても、新型コロナウイルスの
終息のスピードと時期が、2021 年の日本はも
とより世界経済の回復の下振れリスク、上振れ
要因となることは間違いありません。

こうした経済情勢の下、製紙産業においては、
構造的要因に加えパンデミックによる経済活動
の停滞により、昨年の紙・板紙の国内出荷は大
きく減少しました。特に新聞用紙や印刷・情報
用紙といったグラフィック用紙については、各
種イベントの自粛や中止、テレワークの普及、
さらには行政、企業におけるデジタル化の動き
の拡大によって需要が大きく減少し、その減
少幅は 2008 年のリーマンショックに匹敵する
水準となりました。また、段ボール原紙を中心
とするパッケージング用紙につきましては e コ
マースの拡大、衛生用紙につきましてはタオル
用紙の需要拡大等、一部にコロナ禍における生
活様式の変化にともなう需要が生まれてきてお
りますが、全体的にはマイナスとなり、経済の
本格的回復を待つこととなっております。

今後の紙・板紙需要に関しては、品種間にお
けるバラツキはあるものの、全体的にはグラ
フィック系用紙を中心とした減少トレンドは続
くものと思われます。その中において、少子化
やＤＸの進展による構造変化を含め、ウィズコ

ロナ、アフターコロナ下での需要構造の変化を
どう見ていくのか、さらには、この災禍を抜け
た後のビヨンドコロナにおける社会活動・生活
様式の変化がどの程度、紙・板紙需要に影響を
与えていくのかを見極めていくことが、短期的、
中・長期的にも重要なポイントとなるものと感
じております。

会員企業においては、すでに供給体制の再構
築、一層の生産性向上、省エネ、物流コスト等
の削減、製品の高付加価値化、新興国市場を始
めとする海外での事業展開、さらには脱プラス
チックの動きに対応する代替製品の開発強化並
びに需要創出、セルロースナノファイバーの新
素材開発等、事業構造の転換を進めているとこ
ろでありますが、さらにコロナで浮き彫りと
なった災害や感染症等に対してもよりレジリエ
ントな企業体質へと変容していくことが重要で
あります。

日本製紙連合会といたしましては、業界を取
り巻く事業環境が変化する中、こうした会員企
業の皆様の経営努力、取り組みが結実するよう、
的確な情報提供や環境整備に努め、側面から支
援していくとともに、日本の製紙産業の様々な
社会課題への対応を積極的に国内外へ発信して
いくことが肝要であります。

昨年 10 月には、菅新政権から 2050 年に温室
効果ガス排出の実質ゼロ実現の言明があり、製
紙業界にとっても地球温暖化対策へのさらなる
対応を迫られる状況となっております。当連合
会では低炭素社会実行計画の下、温室効果ガス
の削減に継続して取り組んできておりますが、
本年は新たに「製紙業界の 2050 年までの地球
温暖化対策長期ビジョン」を策定し、業界とし
ての温暖化対策を一層強化してまいる予定とし
ております。

さらには、古紙リサイクルを始めとした資源
循環型社会構築への貢献、死亡災害 0 を最大の
目標とする、働く全ての人々に安全・安心な労
働環境を提供するための労働安全活動、内外関
連統計及び情報の収集と提供、国際事業の推
進、そして情報発信の核となる広報活動の推進
等、いずれも重要な取り組みとなります。ま
た、こうした活動を通じ社会課題へと取り組む
ことは、国連が 2030 年を目途として提唱する
SDGs で示された目標達成に貢献するものであ
り、その取りまとめも行ってまいります。

昨年、コロナ禍において医療従事者等を称す
るエッセンシャルワーカーという言葉が定着し
ましたが、我々、製紙産業は構造的要因による
需要面での逆風もありますが、様々な課題を克
服しながら、豊かな国民生活を支えるエッセン
シャル産業としての役割を今後とも果たしてま
いります。

最後となりますが、関係各位の今年 1 年のご
健勝、ご発展と新型コロナウイルスが早期に終
息し 1 日でも早く正常な社会経済活動に戻るこ
とを祈念し、新年のご挨拶といたします。
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日本製紙連合会
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令和 3 年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上
げます。新型コロナの感染拡大が続く中、今年
の年始は例年とは様変わりになりました。古紙
再生促進センター主催の新年賀詞交歓会をはじ
め、古紙業界や製紙業界の恒例の会合がことご
とくキャンセルされました。全原連の皆さまに
は、本来であれば直接お会いし、ご挨拶をした
かったのですが、ＪＲＰＡ通信でのご挨拶にな
りますことをご了承ください。

改めまして、昨年 6 月に古紙再生促進セン
ターの代表理事を拝命した長谷川です。渡前代
表理事をはじめ、これまでに代表理事を務めら
れた業界の先輩たちの想いを引継ぎ、世界に誇
る日本の古紙リサイクルシステムの更なる発展
に寄与できるように尽力してまいる所存です。
皆さまのご支援をよろしくお願いします。

私自身もそうですが日本の古紙業界や製紙業
界で働いている方々は、古紙ビジネスに携わっ
て 20 年や 30 年の経験は当たり前で、50 年近
い方も珍しくありません。そのような豊富な経
験を持った我々でも、昨年は新型コロナの感染
拡大と中国の固体廃棄物輸入禁止政策に翻弄さ
れ続けた一年でした。この原稿を書いている時
点では、新型コロナの第 3 波が日本列島を襲
い、欧米の大都市ではロックダウンが再発動さ
れています。令和 3 年も新型コロナにどう立ち
向かっていくかが、日本だけでなく世界全体の
課題だと認識しています。

日本の古紙業界、製紙業界に焦点を当てる

と、新型コロナと中国の環境政策が業界の変化
を加速させていることは間違いありません。グ
ラフィックス用紙の需要は、電子化や少子高齢
化により減少傾向にありましたが、新型コロナ
の感染拡大で需要減少が加速しています。当然、
上物古紙や新聞古紙、雑誌古紙の発生は減少し
ています。一方、通販需要の増加で段ボールは
比較的堅調ですが、インバウンド需要は実質的
にゼロとなり、白板紙やチップボールも大きく
需要を落としました。そのような中、昨年は洋
紙マシンから段ボール原紙マシンへ 2 台が転抄
され、今年も 1 台が計画されています。日本製
紙連合会のデータでは、昨年は初めて板紙の生
産量が洋紙の生産量を上回りました。古紙の回
収や消費の流れも変わってきています。

そして、中国の古紙輸入禁止が変化をさらに
複雑にしています。これまで中国に輸出されて
いた日本や世界中の古紙はどこへ行くのか、中
国は古紙の代わりに何を原料として紙を生産す
るのか、あるいは原紙輸入を増やしていくの
か、そして世界中の物流の変化に、既存のロジ
スティックスは対応できるのか、など昨年に始
まった変化の規模が今年はもう一段大きくなる
と予想しています。

今年は変化が激しく、そして予想が難しい一
年になると思われますが、それだけに古紙業界
と製紙業界が一丸となって、日本の古紙リサイ
クルシステムを守っていく必要性を強く感じて
います。是非とも情報を共有し、知恵を出し合っ
て、この大変化の年を乗り切っていきましょう。

555

公益財団法人古紙再生促進センター

代表理事　長谷川　一郎
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新年あけましておめでとうございます。令
和 3 年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申
し上げます。昨年来のコロナ禍という難局に対
し、需給安定化に向けた皆様のご対応、ご努力
は並々ならぬものがございました。当センター
といたしましても改めて御礼申し上げます。

昨年 6 月に岡村・前専務理事の後任として約
6 年ぶりに業界に戻って参りました。時節柄、
各地区にお伺いする機会がない状況が続いてお
りますが、改めまして何卒宜しくお願い致しま
す。

コロナ禍による紙・板紙需要構造の変化が加
速、当面の古紙需給に関しても中国の固体廃棄
物輸入禁止、海上輸送問題等、変動要素が多重
化しており、引き続き慎重に動向を見定める必
要がありますが、当センターは、これまで以上
に関係者の意思疎通の場や、迅速な情報をご提
供する努力を続けてまいります。また世界の古
紙需要が中長期的にも成長していく基本構造を
念頭に、事態収束後を見越した対応にも私共の
活動が一助となれば幸いです。

1974 年 3 月発足の当センターは 2024 年には
半世紀の節目を迎えます。センター運営は 4 大
事業①品質安定対策 ②紙リサイクル啓発・普
及 ③国内外の調査研究 ④紙の資源リサイクル
安定化対策を軸に、全国各地区に於いても需給
両業界の意見や情報交換の場を定期的にご提供
する事を通じて、古紙の需給安定、利用促進に
も努めておりますが、製品需要構造の変化やコ

ロナ後を見据えたセンター事業運営の在り方
も、見つめなおす時期にあると考えています。

歴史を遡れば紙ゴミ問題に端を発し、その後
の古紙余剰や需給ひっ迫の激しいアップダウ
ン、中国の台頭に伴う輸出急増等々、幾多の試
練を乗り越え、需給両業界は長年に亘る信頼関
係を築いてまいりました。私共センターの立ち
位置は、リサイクルのループに関わるステーク
ホルダー（一般家庭・自治体・事業者⇒回収業
者⇒問屋・輸出業者⇒製紙会社）の中で、個々
の利害を超えた公益性を有する中立的な立ち位
置や個別企業では実現できない対応が強みであ
り、紙リサイクル関係者の皆様方の架け橋とな
るという使命を引き続き全うしてまいります。
半世紀に及ぶセンター基本思想は変わりません
が、次の 50 年に向けて「コロナ後の社会」や「Ｓ
ＤＧｓ」という新たな価値観を加えると共に、
4 大事業を進めるに当たっては、新たな側面か
らセンターリソースを有機的にリンクさせる仕
組み作りを通じた存在価値の底上げや、関係者
の方々のご理解を更に頂戴できるよう努めてま
いります。　　　

今後も皆様のご協力を賜りつつ、日本の紙リ
サイクルシステムの維持、向上の一翼を担うべ
く動いてまいります。「もっと広く知ってもら
う、もっと活用してもらう」古紙再生促進セン
ター運営を心がけます。よろしくお願いいたし
ます。最後になりますが、本年が皆様方にとり
まして希望に満ちた良い年になりますよう、心
から祈念し年頭のご挨拶とさせていただきま
す。

666

公益財団法人古紙再生促進センター

専務理事　川上　正智
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年頭挨拶

変化に対応する取組みが課題
謹んで新年のお慶び申し上げます。
昨年は年初から日本を含め世界経済が中国

（武漢）から発症し世界中に感染が拡大した新
型コロナウィルスが終息に至らず大きな経済の
打撃を受けて今も 2 波、3 波と感染拡大し病院
の病床数のひっ迫、看護師不足と言う医療崩壊
状態に直面し、政府の打ち出す経済対策とのア
ンバランスを感じる１年だったと思います。今
後はワクチンの安全性を確認した上での新型コ
ロナウィルスが終息し経済の早急な回復が望ま
れます。

世界経済ではやはり米国の大統領選挙でバィ
デン氏が勝利しトランプ前大統領との政策の違
いが鮮明になる中、米中貿易摩擦や日米関係に
どの様な影響になるのか注視していく必要があ
ると思います。

日本の紙パルプ業界では既に社会的ペーパー
レス化で紙の需要が低迷している中で新型コロ
ナウィルス感染拡大がビジネス界でのテレワー
ク、Web 会議に移行した事などにより、ます

ます紙の需要減に拍車をかけた状況となり深刻
さは増すばかりとなりました。今後は世界で環
境問題となっているプラスチックを紙に移行す
る開発が急がれるのではないでしょうか。昨年
の北海道も大手製紙会社（工場）の相次ぐ紙生
産の停止が発表され北海道の地域経済に大き
な衝撃となりました。古紙の発生状況では令
和 2 年度上期 前年比　新聞 87.3％、段ボール
99.7％、雑誌 103.7％、その他 87.3％、合計 302
千トンの 95.6％でした。消費については全体で
607 千トンの 85.4％となっております。今年は
新型コロナウィルスの今後の感染状況と製紙業
界の変化を見極めた対応が必要と考えます。

今年も皆様にとってより良い年になることを
祈念し、新年の挨拶とさせていただきます。

777

協　賛　各　社（5口以上）

北海道製紙原料直納商業組合

理事長　長谷川　裕一

本誌発行にあたり協賛いただいた各社へ厚く御礼申し上げます。
ご協力いただいた組合員の会社名を所属組合ごとに「協賛各社」としてご紹介させていただいています。

栗原紙材 株式会社　（ 関東製紙原料直納商工組合）
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年頭挨拶

新年明けましておめでとうございます。
令和 3 年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。
常日頃より、当組合に対し格別の御理解とご

支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年は誰もが体験のしたことの無い新型コロ

ナウイルスが全世界へと感染し、世界経済に大
打撃を与え日本に於いてもオリンピックの延期
を始め、各種イベントが軒並み中止となり紙の
需要に大きな悪影響を及ぼしました。古紙の回
収においては密を避ける対策から集団資源回収
が中止となる他、経済活動の停滞も合わさり扱
数量の大幅な減少が生じました。

異業種に於いては働き方改革によりダメージ
をカバー出来る業種もあったようですが、我が
業界は職種柄思うように進まず、固定費は変わ
らず企業経営にも大きなダメージを与えた一年
でありました。

昨年の「庚子（かのえ・ね）」は変化が生ま
れる状態。新しい生命がきざし始める状態であ
り、全く新しいことにチャレンジするのに適し
た年であると云われました。正にコロナ禍によ
りテレワークという新たな働き方改革が生まれ
るなど、密を避ける為に新たな取組が多く誕生
した年でありました。

今年の干支は「辛丑（かのと・うし）」であ
ります。「辛」は思い悩みながら、ゆっくりと
衰退していくことや、痛みを伴う幕引きを意味
すると云われております。「丑」は種の中に今

にもはち切れそうなくらい生命エネルギーが充
満している状況であり殻を破ろうとする息吹、
そして希望を表すそうです。古きことに悩みな
がらも終わりを告げ、新しき芽生えを見いだす
年。何を終わらせて、何を見いだすかはその人
次第であろうが、その標となるのは心の強さと
日頃の行いだとのことです。

コロナ禍が生み出した様々な現状は、決して
コロナ禍が収束すれば元に戻るというものでは
なく、人口減少が進んでいる日本の未来であり
経済活動・マーケットの縮小による現実をいち
早く知らしめたのではないでしょうか。量的拡
大路線からの脱却が求められているのではない
でしょうか。業界が直面する様々な課題解決に
むけた組合員一丸となった取組が必要です。

東北協組としては組合員同士が切磋琢磨し、
価格競争ではなく品質競争のような適切な競争
の中で経営を充実させてゆければと願っており
ます。古紙品質の向上になお一層励み、全国製
紙原料協同組合連合会・古紙再生促進センター
とも連携を図りながら、さらにリサイクルシス
テム活動の継続を推進していきたいと思いま
す。

何卒関係各位のご指導、ご鞭撻をお願い申し
上げます。最後になりますがワクチン開発が順
調に進み、念願の東京オリンピックが世界各地
からの観客のなか開催出来ることを願い、新年
の挨拶とさせて頂きます。

888

東北製紙原料直納協同組合

理事長　鈴木　隆男
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年頭挨拶

新年明けましておめでとうございます。
皆様にはご家族と共に、輝かしい新春を迎え

られたこととお慶び申し上げます。平素は関東
商組の諸活動にご理解とご協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。

昨年を振り返って見ますと自然の凄さが毎年
のように繰り返していると思います。これも地
球温暖化現象であるとしたら、世界の人々が住
みよい場所にすることを考え、どのように対策
を打つべきか早く地球規模で環境対策を構築し
ていかなくてはなりません。我が国の菅総理大
臣は 2050 年に温室効果ガスの排出量を実質ゼ
ロにすると所信表明で発表しました。目標達成
には大変な努力が必要となりますし、科学振興
は勿論、国民全体の協力が必要です。そして今
考えられることは国民の『原子力アレルギー』
をなくし、2050 年までに安心、安全な原子力
平和利用が出来る様にすることでしょう。政治
家と科学者たちがこの課題を克服することに期
待し、我々は協力を惜しまないことです。様々
な課題を抱えていますが、まずは、昨年中国か
ら起こった新型コロナウィルス（COVID-19）
のパンデミック（世界的大流行）を収めること
が最優先です。この感染症は人から人へ移るの
ですがどう移るかわかりません。見えない敵と
の戦いです。感染対策として『密接、密集、密
閉』の三密を避けることが大事になってきます。
この感染症は経済への影響に留まらず人の価値
観や生活習慣にも変化を与え、結果的に産業構

造まで変えていくような地球規模の地殻変動が
起こっていると感じます。早くワクチンが出来
て皆で打つことを期待しています。

さて、そんな中、経営革新委員会が 2020 年
を振り返る古紙重大ニュースに『コロナ問題』
と『中国による固体廃棄物輸入禁止』を取り上
げています。我が国の紙、板紙の生産は年々減
少しています。特にコロナで紙の生産量が大幅
に減少し、2020 年 10 月の紙、板紙の国内出荷
量は 1,907 千トンと 15 ヶ月連続でマイナス（前
年比 93.4％）、古紙の発生は大幅に減少し回収
量が前年比（5 月 93.8％）（6 月 90.2％）（7 月
89.8％）（8 月 94.8％）となっております。段ボー
ル原紙の輸出が大幅増で 90 万トンになると思
います。2020 年 10 月頃から世界的に海運状況
が悪化し、航路不足、コンテナ不足の深刻化が
続き、春先まで古紙輸出と製品輸出に大きな影
響を与えると思います。
『コロナ問題』『中国による固体廃棄物輸入禁

止』と、本年は節目の年、製紙原料業界にとっ
て転換期になると思います。それには日本に活
気をつけるためコロナを克服して東京オリン
ピックを開催させましょう。一層元気に行動し
ましょう。我々製紙原料商は誇りを持ってエッ
センシャルワーカーとして仕事に対して継続的
かつ持続的に一所懸命行っていかなくてはなり
ません。問題は山積し不透明な時代が続きます
が、皆で考え、工夫して効率性のある業界にし
ましょう。そして一層信頼の出来る業界にして
行くために、組合員の皆様には年頭に当たり重
ねてご支援とご理解とご協力をお願いいたしま
す。

999

関東製紙原料直納商工組合

理事長　大久保　信隆
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年頭挨拶

皆様明けましておめでとうございます。東京
都製紙原料協同組合理事長の坂田でございま
す。昨年はコロナに始まりコロナで終わった一
年だったと思います。但しコロナの終息には程
遠く今年も「マスク・手洗い・密を避ける」の
一年になってしまいそうで残念ですが、ただた
だ良い薬やワクチンが早くできることを祈るば
かりです。さて古紙業界ですが昨年は何とか乗
り切りましたが、今年は中国の固形廃棄物輸入
禁止により暫くは我慢の時が続くように思わ
れます。しかし、東南アジアでの段原紙の新規
工場はかなりあり、今年を乗り切ればしばらく
は安定した市況になると思われます。全原連に
よると古紙の発生が今年も減ることは間違いな
く、皆様が協力して車間距離をとり仕入れ競争
を慎むべきだと提唱しています。私が古紙業界
にお世話になりもう 45 年になりますが、現在
のように古紙が減り始めたことは多分初めてで
はないかと思います。コロナも初めての経験で
すし、また古紙が減っていることも経験がない
という本当に皆様と同じように手探りの状況に
変わり有りません。但し古紙が売れない時期は
何度も経験していますので、これを糧に鋭意努
力して、頭を使って滞りの無い様に進めていき
たいと思っています。最近のコロナの対処法と
して会食時にマスクの脱着をしながら「食べる

時は外して、話すときは付ける」というとても
面倒なことを実行することが感染予防に有効だ
とわかってきました。私も実践していこうと
思っております。さて、世界の今年の古紙リサ
イクルは中国が全面的に輸入禁止になる中、「米
国の中国に行っていた段ボール古紙がアジアに
流れることによる余剰をどのようにして解決し
ていくか」にかかっているのではないでしょう
か。また日本の古紙が減っているといっても国
内製紙会社だけでは使いきれないことも事実で
す。とは言え国内製紙会社も段原紙として国内
古紙を使い採算が悪い中努力、協力して頂いて
います。本当に感謝しかありません。

全原連と協力して東京協組も頑張って古紙の
需給バランスがとれるように邁進していく所存
です。またお力添えいただいているのはリサイ
クル議連の先生たち、そして経済産業省様にも
多大なご協力を頂いております。

中国への輸出が禁止になりましたが全原連は
中国へのパイプを持っておられる国際経済研究
所代表の松尾先生を通じて政府に日本の古紙は
国民の協力により品種別に製紙原料として回収
しており中国の言う固体廃棄物には当たらない
ことを理解してもらえるようにお願いしていま
す。また中国造紙協会にも全原連から協力の意
思を表明していますが、コロナ禍の中なかなか
先方との意思疎通は難しくなっているのが現状
です。この様に様々な角度からアプローチして
この難関を乗り越えていこうとしておりますの
で。皆様方におかれましても何卒ご協力をお願
いして結びとしたいと思います。最後に皆様の
ご多幸、ご健勝をご祈念申し上げます。

101010

協　賛　各　社（2口以上）

東京都製紙原料協同組合

理事長　坂田　智

株式会社　イワフチ　（九州製紙原料直納商工組合）
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年頭挨拶

静岡商組らしく !!
新年を迎え、皆様方に謹んでご挨拶を申し上

げます。今年は政治も状況も大きく変化すると
思います。米国バイデン大統領が誕生します。
今後、対中国・対米国関係と共に菅総理の政治
的手腕が重要です。昨年を振り返りますと私た
ち製紙原料業界は荒波の中にいるようだと感じ
た会員の方が多かったと思います。先の見えな
い状況になっております。経済産業省は、紙の
リサイクルを促進していくためには消費者、地
方自治体、回収業者や製造事業者等の幅広い関
係者が一体となったリサイクルに取り組む必要
があるとし、関係者に協力依頼がなされていま
す。紙リサイクルの基本は古紙品質の維持・向
上であるとして、排出先における分別の強化・
禁忌品の除去、流通段階での選別の徹底、古紙
回収量・回収率と古紙消費量・利用率の向上を
図ることが大切です。国内発生量は、依然とし
て国内使用量を上回る状況が続いており、輸出
に頼らなければ古紙需給の安定が図れない状況
に変わりはありません。一番の輸出国であった
中国が、環境規制を強化する政府当局の方針で
海外からの古紙の輸入を制限しております。こ
の影響は今年はより厳しくなると思われます。

他地区と違い「輸出」というチャンネルを持
たない私たち組合としましてはメーカーとの信
頼関係をより構築しなければならないと思いま
す。また今後の古紙状況に対応するために未来
を担う子供たちへの教育も必要です。私達静岡
商組として今、リサイクルへの理解を深め、資
源循環型社会の実現に向けて再資源化のための
必要性と理解を学ぶため、小学校 4 〜 5 年生を
対象に静岡県内において出前講座を進めており
ます。昨年は県内で富士市・富士宮市にて 14
校実施いたしました。芝川中学校 1 年生も初め
て実施しました。今後の一つの指針と考えます。
この活動をより効果のあるものにするためには
製紙メーカーの皆様の御協力が必要不可欠であ
ります。昨年令和 2 年 11 月度の静岡地区古紙
銘柄別資料ですと、新聞7,240ｔ、雑誌39,738ｔ、
段ボール 124,633 ｔ、模造 ･ 色上 11,366 ｔとなっ
ております。大変厳しい状況であります。本年
は好景気になり、消費量が増えます事を期待し
ます。

最後に皆様のご繁栄とご発展をお祈りしま
す。

111111

静岡県製紙原料商業組合

理事長　菊池　初彦
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年頭挨拶

明けましておめでとうございます。組合員の
皆様方におかれましては、健やかに新年を迎え
られたことと心よりお喜び申し上げます。

昨年を振り返りますと、中国において端を発
した新型コロナウイルス感染拡大により日本経
済は、急速に悪化し大変厳しい状況となりまし
た。

感染症拡大防止対策として緊急事態宣言が発
出され、人の移動制限がなされた為、2020 年 4
月から 6 月までの GDP は、年率に換算すると
マイナス 28.1％となり戦後最大の落ち込みとな
りました。ワクチンの普及や治療法の確立には、
暫くの年月を要する事が予想されますが、人々
の健康と安全を最優先と位置づけ、with コロ
ナを前提とした経済活動を行う事が必須となり
ます。

古紙業界については、中国の環境保護政策に
より固体廃棄物の輸入禁止が段階的に実施さ
れ、中国への古紙輸出が難しくなり古紙余剰問
題が懸念されていましたが、中国以外の東南ア
ジア諸国への輸出を積極的に実施した事や新型
コロナウイルス感染症拡大防止対策の影響で経
済活動が抑制され古紙の発生も減少した事で問
題を回避するに至りました。

しかしながら今年から中国への古紙の輸出が
禁止され、コロナ禍によりコンテナ不足もあり
更なる古紙余剰問題が懸念されます。引き続き
古紙の品質を向上させ国内納入を優先した後の
余剰分に関して輸出価格が下落しても実行でき

る利幅を確保することが肝要です。
また、コロナ禍において政府は、給付金支給

方法の反省を踏まえ IT 化を加速する為、デジ
タル庁を新設する方針が出されました。更に紙
需要の減少が予想されます。

このような状況の中、古紙の発生も更に減少
し、古紙回収業の経営が厳しくなることは避け
られません。以前より量から質への転換と言わ
れてきましたが、取扱量が減少していく状況下
では、商品やサービスの質を向上させる事がよ
り重要になってきます。

そして量から質への転換は、組合員の皆さん
が連携し協力していくことしか実現できませ
ん。今一度、古紙の品質や利幅の確保、古紙回
収サービスに対する社会的価値を向上させてい
きましょう。社会に価値を求めるには、地域の
ニーズに合わせたサービスを提供し貢献する
事や紙のリサイクルにおいて国連が提唱した
SDGs の 12 番目に掲げる「つくる責任・つか
う責任」を推進し未来に貢献する事です。

そしてコロナ禍においても古紙の回収は、ご
み処理事業を支え、人々の生活に必要な仕事で
あり、エッセンシャルワーカーとして社会に貢
献しています。言い換えれば、どんな環境になっ
ても紙のリサイクルを継続させるのが古紙業者
の責任であります。

最後になりましたが、この厳しい状況を乗り
越え、本年も皆様の益々のご発展ご健勝を祈念
致しまして新年のご挨拶とさせて頂きます。

121212

中部製紙原料商工組合

理事長　石川　喜一朗
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年頭挨拶

新年明けましておめでとうございます。2021
年の新春を迎えるにあたり、謹んで年頭のご挨
拶を申し上げます。　

昨年は、新型コロナウイルス感染症の世界的
まん延に終始翻弄された 1 年でした。これほど
医学が進歩しているのだから、早い時期にワク
チンや特効薬が開発され、感染症は収束に向か
うのではないかと考えていましたが、未だ収束
はおろか鎮静化のニュースさえ聞かれず、感染
拡大のニュースばかりが横行しています。

このような重苦しいムードで幕開けした今年
2021 年は、日本にとって東京オリンピック・
パラリンピックが開催される記念すべき年で
す。さらに先の 2025 年には大阪・関西万博の
開催があり、その準備や工事が本格化する重要
な年です。

この節目の年に、ワクチンや特効薬がいつに
なったら実用化され、感染拡大の鎮静化を実現
できるのかと、期待と不安が高まっています。
ただ、スペイン風邪の事例からすると、パンデ
ミックが収束するのに 2、3 年はかかると言わ
れている上、発生から 1 年経過した今でも勢い
が止まることなく世界中に拡散し続けているの
を見ると、収束の時期が早まることには期待で
きそうにありません。

こうした先行きの不透明感に加えて、世界各
国で再び感染防止対策など経済活動を制約する
措置が取られていることで、世界経済の回復の
遅れが懸念されています。その一方で、ワクチ
ンや特効薬の実用化が進めば社会経済活動の制
約が徐々に緩和され、世界経済が回復に向かう

ものと期待されています。ただ、回復の速度は
緩やかなものになり、大幅な落ち込みを取り戻
すまでには至らず、実質 GDP をコロナ前に回
復させるまでには時間がかかると言われていま
す。

我われ古紙問屋も、紙・板紙需要の減少によ
る古紙の発生減、回収量の減少という悪影響を
被っています。紙の需要は、デジタル社会の進
展によるペーパーレス化に加えて、在宅勤務の
増加によるコピー用紙の減少、イベントの中止
など社会経済活動の制約によるチラシ・パンフ
レットの激減などで、印刷・情報用紙が大幅に
減少しています。また、段ボール、白板紙の需
要は、巣ごもり消費で通販・宅配向けが増加し
たものの、自動車などの工業品向けやインバウ
ンドの土産物向けが激減しています。このよう
な需要動向や経済情勢を見ていると、新型コロ
ナウイルス感染症が収束したとしても、古紙の
取扱量がコロナ前まで回復するのは難しいと思
われます。

それに加えて、今年から中国の古紙輸入全面
禁止が実施されるため、我われ古紙問屋には非
常に難しいかじ取りが求められることになりま
す。

古紙業界がこのような厳しい状況を乗り越
え、組合員各社の企業経営を維持、発展させる
ためには、今まで以上に利益の確保に努めなけ
ればなりません。商売の基本は「儲けること＝
利益を生み出すこと」にあります。先行きの不
透明感が続く中で、改めてこの基本に立ち返る
ことにより、量・売上拡大よりも利益を重視し
た経営にシフトすべきであるという認識を共
有、堅持し、さらなる古紙業界の発展と組合員
の皆様の輝かしい未来、そして持続可能な社会
への貢献を目指していきたいと考えています。

本年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り致しま
すとともに、当組合への一層のご協力、ご支援
を賜わりますようお願い申し上げます。

131313

近畿製紙原料直納商工組合

理事長　矢倉　義弘
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年頭挨拶

新年、あけましておめでとうございます。
2021 年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を
申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルスの感染防止と社
会経済活動を両立させるための試行錯誤を重ね
るという、過去に経験したことのない非常に困
難な状況が続いた 1 年でした。

一昨年 12 月に中国湖北省武漢市で発生した
新型コロナウイルス感染症は、すさまじい勢い
で全世界に拡大しました。それに伴い、世界各
国の主要都市でロックダウンをはじめ社会経済
活動を制限する厳しい規制措置が取られた結
果、世界経済は 1930 年代の世界大恐慌と比較
されるほど甚大なダメージを受けました。その
後、再拡大を防ぎつつ規制を緩和する方法で回
復を図りましたが、再び新規感染者数が増加し
たことを受け、欧州各国が次々とロックダウン
を再開するなど、世界各国は再び規制強化に動
き始めました。一方、日本の新規感染者数は第
2 波のピークが過ぎた後、横ばいで推移してい
ましたが、11 月に入って第 2 波のピークを上
回る勢いで増加したことを受け、それまで進め
てきた規制緩和の見直しが行われました。この
ように世界各国で規制強化の動きが広がり、再
び景気後退に陥る可能性が高まっています。

当組合の地元・大阪府でも、11 月に入って
連日新規感染者数が過去最多を更新するという
予断を許さない状況が続きました。他地域に比
べてインバウンドの恩恵が大きかった大阪で
は、東アジアの国々との往来再開の動きや Go 
To トラベルキャンペーンが始まり、景気回復
に期待感が高まっていましたが、再び先行き不

透明な状況に陥っています。
製紙業界では、IT 化や少子高齢化、人口減

少の進展などで紙需要の減少傾向が続いていた
上、感染拡大による在宅勤務の増加や経済活動
の停滞で、コピー用紙やチラシ・パンフレット
などに使う印刷・情報用紙の需要が激減したた
め、20 年の国内の紙需要は前年比 2 割程度の
減少が見込まれています。さらに、デジタル庁
の創設や脱ハンコの推進でペーパーレス化が加
速することを考えると、印刷・情報用紙の需要
がコロナ前の水準まで回復するのは難しいと見
られています。

我われ古紙業界では、このような紙需要減少
の影響を受け、古紙回収量が減少しています。
回収量は2007年2,332万tをピークに19年1,979
万 t まで減少しており、20 年 1～9 月累計 1,406
万 t を 19 年同期累計 1,473 万 t と比較しても
減少傾向は続いています。その一方で、20 年
1～9 月累計の回収率 85.7％、利用率 67.1％は過
去最高を更新しており、日本製紙連合会が目標
とする 2020 年古紙利用率 65％は間違いなく達
成できるものと思われます。また、いよいよ今
年 1 月から中国の古紙輸入が完全に止められま
す。懸念されるのは、世界各国が輸出していた
中国向けの古紙が行き場を失い、新たな輸出先
として東南アジア各国に集中し、国内外のさら
なる市況の悪化を招くことです。

このような厳しい状況を乗り越えるために、
我われ古紙問屋は量より質、利益確保に努めな
ければなりません。当組合は、組合各社が長年
培ってきた知見、蓄えてきた力を結集するため
に若手人材の育成を図り、大阪の古紙業界の地
位向上とさらなる発展を目指していきたいと考
えています。

今年 1 年、関係先の皆様方の御健勝と御発展、
また今年は特に健康に留意されますことを祈念
し、昨年同様の御支援と御協力を賜わりますよ
うお願い申し上げます。

141414

大阪府紙料協同組合

理事長　實守　敏訓
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年頭挨拶

新年明けましておめでとうございます。
昨年 2 月に発行されました全原連のＪＲＰＡ

通信 No.2 を再読しました。栗原理事長の年頭
所感の中に「国際マーケットの価格が歴史的に
下がっている中、我が国の紙リサイクルシステ
ムを守る為、一定の価格を維持して頂き、古紙
業界が輸出できる環境を作って頂いた事に感謝
申し上げます」と国内製紙メーカー全社へ謝意
を述べられていました。「需給バランス教」の
私からしますと、現在に至る長期間この標準価
格維持の努力をメーカー各社がされていること
に敬意と感謝しかないのではないかと改めて思
い直しました。

コロナの収束も見えず、先行きは不透明で、
最悪の事態を想定しておくとすれば、「昨年始
めより実施された輸出段ボール原紙向けの古紙
を用意すること」が大事ではないかと考えてい
ます。

コロナでほぼ全業界が厳しい状況にあると思
います。尺取虫の縮んだ今の環境の中で改善で
きそうな当業界の課題（例えば休日の設定）等
も考える機会にできないかと思います。

トンネルの向こうの明かりをめざしていけれ
ばと思います。

151515

京都府紙料協同組合

理事長　澤田　修一

協　賛　各　社

【東京都製紙原料協同組合】
株式会社 工藤商店
有限会社 坂田亮作商店

【全原連 新潟ブロック】
株式会社 帆苅商店

【全原連　北陸ブロック】
イシモト環境資源開発 株式会社　
株式会社 清水勉商店
株式会社 増田喜
株式会社 島田商店

【長野県製紙原料直納商組合】
前田産業 株式会社

株式会社 齋藤商店
三弘紙業 株式会社
株式会社 須賀
株式会社 タンザワ
株式会社 富澤
東京資源 株式会社
株式会社 中田
有限会社 根本商店
株式会社 藤川紙業
株式会社 ブシュー
株式会社 二見
株式会社 北越マテリアル
株式会社 増田商店
株式会社 丸栄商店

【 関東製紙原料直納商工組合 】
新井紙材 株式会社
株式会社 新井商店
飯野紙業 株式会社
株式会社 今井
株式会社 ウェル
ウブカタ資源 株式会社
王子斎藤紙業 株式会社
株式会社 大久保
株式会社 梶谷商事
株式会社 金澤紙業
株式会社 共益商会
株式会社 國光
株式会社 近藤商店
株式会社 斎藤英次商店
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年頭挨拶

出来たらいいなと思うこと
全原連のみなさまには、日頃より大変お世話

になっております。誠にありがとうございます。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

さて今回は今私が「こんなことが出来たらい
いな。」と思っていることを述べさせていただ
きたいと思います。たとえ理想論と言われても
かまいません。

それは結論から申し上げると、国内製紙メー
カーさんにダンボール原紙を安定的に輸出して
いただくための、補助金政策といったもので
しょうか？つまり古紙で輸出するのは相手国政
府の都合で出来なくなったり厳しくなったりす
るので、今後も先方に振り回されることが想定
されます。もちろん古紙での輸出をあきらめて
しまうわけではありませんが、もう一つの安定
的な古紙消費策として国内メーカーさんにダン
ボール原紙に形を変えて出し続けていただける
ようにしたいのです。そしてそのためには、た
とえば原紙の輸出価格が下がり国内メーカーさ
んの採算がマイナスになった時、赤字部分に補
助金を供出し原紙輸出を継続していただくとい
う考え方です。

なお我々古紙屋の方は建値での販売部分 80%
と、原紙輸出協力価格での販売部分 20% の二
本立てを行いますが、その原紙輸出協力価格も
建値（現在は 18 円）同様、全原連と製紙連合
会などで例えば店頭 10 円とかに固定できれば
いいですね。

またなぜ 80% と 20% かというと、回収され
た古紙の 20% が余剰しているから、そのくら
いの割合が妥当ではないかと考えたからです。
そこで我々古紙屋にとってとても大切なこと
は、その二本立て価格でも経営が成り立つよう
な安定した仕入れを行なっていくという姿勢で
す。そしてその二重価格で国内メーカーさんに
古紙を供給し続けますが、仮にこの古紙価格で
も原紙輸出が逆ザヤになった時には補助金で補
いながら、原紙輸出を続けていただくのです。

この考え方の根底にあるのは数社の製紙メー
カーさんのマシン改造によるダンボール原紙生
産能力アップと、コロナ禍による国内への原紙
出荷減による稼働率マイナス分を補填するため
には原紙の輸出しかないという背景です。つま
り製紙メーカーさんも我々古紙屋も Win Win
の関係にならなければならない。どちらかが
笑って、どちらかが泣くようなことを繰り返す
過去の歴史は、もういい加減に終わらせたいも
のです。

さて肝心なその補助金の原資ですが、設立後
50 年近くなって今や資産が 24 億円程度ある古
紙再生促進センター（敬称略）の資金を利用す
るのが良いのではないでしょうか？ご存じの通
り古紙センターは、製紙メーカーさんと古紙問
屋がお金を出し合って運営されてきた組織であ
り、古紙回収率のアップと利用率アップによる
古紙需給調整が大きな使命なのですが、すでに
古紙回収率アップについては 50 年近くでその
目的はほぼ完遂されていると思います。また国
内製紙メーカーさんの古紙利用率もほぼ限界が
近づいています。

そこで今後のかじ取りとしてはやはり 20%
余剰している古紙の需要発掘なのですが、赤字

161616

中国地区製紙原料直納商工組合

理事長　小六　信和
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の古紙輸出に対する問屋への補助金では製紙
メーカーさんにとっては何のメリットもありま
せん。ただ先ほども述べたように、たとえ原紙
の輸出価格が下がってもその補助金で稼働率が
維持出来て、原紙輸出も古紙消費も継続出来る
なら、古紙センターの資金を使うことはメー
カーさん、問屋ともに異議はないのではないで
しょうか？

ただし古紙センターの資金にも限りがありま
すから、原紙輸出補助金は原紙輸出価格がマイ
ナスになったときにのみ支給し、原価トントン
の場合にはメーカーさんには稼働益がアップし
たということで我慢していただく。まあできれ
ば今年以降ダンボール原紙の輸出価格が上昇
し、補助金など出さなくても充分やっていける
ようになるのが理想ですね。そして逆に原紙輸
出価格が上昇しメーカーさんの採算状況が良く
なれば、20% の原紙輸出協力価格の割合を減

らしていただき、建値の割合を戻していただけ
れば問屋としても不満はないのではないでしょ
うか？

よく古紙センターの会議や全原連の会議など
で、「需給両業界が力を合わせて…」という発
言を耳にしますが、私は国内製紙メーカーさん
の稼働率が上がることによって利益が増え、そ
れによって古紙問屋も古紙の余剰による苦労か
ら解放され、海外に振り回されることなく安心
して本業にまい進できるのが理想ではないかと
思っています。と同時に極端な古紙輸出価格の
暴騰による、古紙屋の仕入れ過当競争という長
い長い負の歴史にも、幕が下せるのではないで
しょうか？

まずはこんなことが出来るのか出来ないの
か？とりあえず出来ない理由を挙げるより、出
来る方法を需給両業界で考えていく。そんな 1
年であったら良いなと考えています。

【 関東製紙原料直納商工組合 】
株式会社 丸興佐野錦一商店
皆川商事 株式会社
美濃紙業 株式会社
株式会社 宮崎
むさし野紙業 株式会社
株式会社 山室

【 中部製紙原料商工組合 】
株式会社 石川マテリアル
一宮紙原料 株式会社
株式会社 ＥＣＯ兼子
株式会社 紙資源名古屋
有限会社 田辺商店
ニチモウ商事 株式会社
福田三商 株式会社
北勢商事 株式会社
株式会社 宮崎
リメイキング 株式会社

【 中国地区製紙原料直納商工組合 】
株式会社 本田春荘商店

【 四国製紙原料商工組合 】　
株式会社 カネシロ
株式会社 フジゲン
丸八商工 株式会社
株式会社 モリオト

【 九州製紙原料直納商工組合 】　
秋山商事 株式会社
有限会社井脇商店
株式会社 兼子
日本紙料 有限会社
有限会社 馬場商店
株式会社 松本紙店
株式会社 丸清
ゆうび 株式会社
株式会社リソースプラザ

協　賛　各　社

【 静岡県製紙原料商業組合 】
株式会社 アカツキ
株式会社 市川商店
株式会社 稲葉
株式会社 開発紙業
株式会社 兼子
株式会社 スギヤマ紙業
株式会社 丸元紙業

【 近畿製紙原料直納商工組合 】
株式会社 アライの森
共栄紙業 株式会社
玉木紙料 株式会社
大和紙料 株式会社
前田紙業 株式会社
株式会社 福井商店

【 兵庫県製紙原料直納協同組合 】
有限会社 仲商店
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年頭挨拶

明けましておめでとうございます。全原連組
合員様におかれましては、昨年来からのコロナ
禍の中経験した事のない厳しい環境での新年を
迎えられたことと思われます。

昨年を振り返りますと、中国の環境保護政策
により資源ごみの輸入禁止措置が段階的に行わ
れ 2020 年 12 月末をもって古紙の輸入が禁止さ
れました。2020 年年初において古紙の輸出価
格は低価格を推移していましたが、９月あたり
から中国向けの古紙輸出がライセンスの残消化
と思われる買い付けにより国内価格を上回る現
象も現れました。今回の中国の古紙輸入禁止措
置により東南アジア（ベトナム・タイ・インド
ネシア・マレーシア）の板紙メーカーへの古紙
輸出が活発化してきており今後更なる発注増が
あるのではないかと思われます。また国内製紙
メーカーにおいても板紙マシンの増設および改
造転抄が行われ原紙の輸出が活発になりまし
た。これに伴い昨年初頭の古紙 160 万ｔの余剰
感は国内外の古紙の消費増により多少緩和され
てきたのではないかと思われます。

また古紙業界においては、昨年当初からのコ
ロナ禍の中、他地区においても同様と思われま
すが四国地区では学校関係、地方団体等の古紙
回収の延期または中止・廃止が多く発生したり、
個人消費の減少や経済活動の低迷による古紙の
発生減が生じたり、その上働き方改革における
時間外労働への措置での人手不足および給与の
負担などに加えて、昨年初からの国内外の古紙

市況の低迷など会社経営の本幹を揺るがす事態
となりました。

今年はまだ先の見えないコロナ禍の中、組合
としては昨年と同様に各組合員の会社独自のコ
ロナ対策を行っており、就業の際のマスク着用・
手洗い・消毒・室内の換気など出来る限りの方
法で対処しています。現在のところ四国商組に
おいてのコロナ感染の報告は受けてはおりませ
ん。

また今年は中国の古紙輸入禁止後の新しい年
を迎えたわけですが、昨年 12 月あたりからの
古紙を積載する輸出コンテナの不足とフレート
の急騰によって、東南アジアの製紙メーカーに
おいては JOCC・JONP・JMIX の CIF 価格の
上昇は見られるものの順調な古紙輸出を行える
環境にはなってはいない状況です。また国内の
古紙事情も製紙メーカーの国内外の製造販売計
画による発注量がどのようになっていくか、ま
たコロナ禍の中での今後の地方行政の入札案件
や家庭・店舗（スーパーマーケット・量販店等）
からの古紙の発生量の推移など不安材料ばかり
で、こんな時こそ製紙メーカー・各組合（古紙
問屋）が一体となって業界全体が安堵できる状
態になれることを期待したいです。

最後になりましたが、本年も全国製紙原料商
工組合連合会皆様のご発展とご健勝を祈念いた
しまして新年のご挨拶とさせていただきます。

181818

四国製紙原料商工組合

理事長　藤田　實
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年頭挨拶

令和三年の年頭に当たり、謹んで新年のお慶
びを申し上げます。

旧年中は格別のご高配を賜り、心よりお礼申
し上げます。

昨年はコロナウイルス感染症が世界的に流行
し、コロナ禍による自粛や日本各地で毎年のよ
うに自然災害が発生するなど、明るいニュース
が無い年ではなかったでしょうか。

この感染症によって、現場の最前線で日夜奮
闘されている医療関係者の皆様に心から感謝と
敬意を表し、一日も早い終息と、皆様の健康を
祈念致します。

昨年は中国への古紙輸出が最後の年という事
もあり、激しい値動きに振り回される事を予想
しておりましたが、一部、高値は散見されたも
のの混乱を招く様な「超」が付くほどの高値が
付かなかった事は業界にとっても良かったので
はないでしょうか。

ただ、足元では紙、白板紙の生産が前年比で
2 割近くも落ち込んでいる事もあり、比例して
新聞、雑誌の発生も減少、コロナウイルス感染
症の影響もありますが、遠い将来で考えていた
ことが前倒しでやってきたという印象だったと
思います。

以前から古紙は「集めてなんぼ」と言われて
おりましたが、今は「なんぼで集めるか」を考
えていかなければ立ち行かなくなっているのが
現状ではないでしょうか。

この十数年、古紙はリサイクルすることが、
お金が掛からないというイメージを古紙問屋が
付け過ぎた感が否めないのではないでしょう
か。

元々、回収には費用が発生しますが、古紙が
高値で売れていたこともあり、回収費用をカ
バーできていたことにより、「どんぶり勘定」
でも何とか経営が成り立っておりましたが、働
き方改革や賃金の上昇等の波が一気に押し寄せ
てきたことにより、何とかならなくなってきて
いるのが実状です。

各製紙メーカーも同様に厳しくなっている中
で、本音と建前が見え隠れしており、リサイク
ルシステムの維持とは言いつつも、原紙輸出に
協力させられており、建値があって無い様なも
のになってきていると思われます。

変化のスピードが速くなっている今日におい
て、旧態依然のままではいずれ淘汰されてしま
います。医療従事者等と同様に世間からはエッ
センシャルワーカーと感謝されても、慈善事業
ではできません。企業としてまず利益を出すこ
とが必要不可欠であり、リサイクルと同様に会
社も回していく事を第一に考え行動していく事
が、今後も大切になってくることと思います。

最後になりますが、関係各位のご健勝とご発
展を祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂き
ます。

191919

九州製紙原料直納商工組合

理事長　岩渕　慶太
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特 別 寄 稿

古紙輸入ゼロが中国製紙産業に
与える影響と対策

出典　「紙パルプ日本とアジア 2021」
企画・㈱紙業タイムス社　発行・㈱テックタイムス

郭
か く

   彩
さ い

   雲
う ん

Guo Caiun
グゥオ・ツァイユィン

中国紙パルプ研究院、中国造紙雑誌社・社長補佐、『造紙信息』編集長
Director Assistant, Exective Editor in Chief“ China Paper Newsletters”、China Pulp & Paper Magazines,

China Nationa Pulp & Paper Reserch Institute Co., Ltd.

1．は じ め に

中国では製紙産業がこの 20 年近くの間にハ
イスピードの発展を遂げ大規模な基幹産業の 1
つへと成長、世界最大の製紙国になって世界の
紙・板紙生産量のうち 4 分の 1 以上にあたる生
産能力と世界最大の市場規模を誇るようになっ
た。現在、世界的な COVID ─ 19 のパンデミッ
クの状況にあって中国の製紙業界もその影響
を受けているが、基本的に紙・板紙生産量は
2020 年 5 月、6 月に通常ベースへ回帰し安定
した動きに戻った。最新データによると、1 〜
8 月累計の紙・板紙生産量は 7,900 万 t に達し、
前年同期に比べ 144 万 t 少ない 3.2％の減少と
なっているが、木材パルプの生産量は 926 万 t
で 7.6％増、製紙業の利益は 7％増を記録して
いる。

中国は世界最大の製紙国であるわけだが、木
材資源はきわめて少なく、古紙資源を最大限に
活用することが製紙産業の原料構成を改善する
うえで重要な対策の 1 つとされてきた。すでに
古紙は中国製紙産業の発展にとって欠かせない
主要原料となっており、長年、紙・板紙生産に
おける古紙の利用率は 70％以上で推移してき
た。この古紙の需要量が大規模なことから国内

回収の古紙だけでは十分でなく、良質な木材繊
維を多く含む輸入古紙の原料構成で占める比率
は国内回収古紙に比べはるかに大きなものと
なっていった。つまり、中国は長い間、大量の
古紙を輸入する必要があったということであ
る。

しかし中国はここ数年、古紙輸入に関し一連
の管理強化策を導入して輸入量の認可枠を段階
的に減らしてきた。2017 年 4 月に審議・承認
された「外国ごみの輸入禁止と固形廃棄物輸入
管理制度改革の実施計画」では、固形廃棄物の
輸入全面禁止へ向けたスケジュールが明記され
ており、そこでは基本的に 2020 年末までに固
形廃棄物の“輸入ゼロ”達成を目指すことが提
示されている。2020 年 6 月に北京で行われた
生態環境部の定例記者会見では、中国は 2021
年から固形廃棄物の輸入を完全禁止とし、生態
環境部では固形廃棄物の輸入許可の申請を受け
付けず承認もしないと明言した。

したがって、中国における今後の製紙原料の
構造調整を検討していくには、古紙の利用状況
や古紙輸入禁止が製紙産業の成長性に与える影
響を細かく分析するとともに、輸入古紙を代替
する新たな資源や既存問題の解決法についてそ
の方向性を考え吟味していくことが必要とされ

中国  Inside Report  掲載
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る。それが“アフターコロナ”の下で中国製紙
産業の安定的かつ持続可能な発展を実現する方
法の確立にとって非常に重要となってくる。

2．中国における古紙利用の概況

2-1．古紙の利用状況
中国製紙産業の持続可能な発展にとって、こ

れまで古紙は必要不可欠な製紙原料であった。
中国造紙協会が毎年発表する「年報」によると、
2000 〜 07 年における古紙利用量の年平均成長
率は 23.36％に達するが、続く 2008 〜 17 年に
それは 3.94％まで低下してしまった。過去 2 年
間に実施された古紙輸入に対する規制強化によ
り、製紙業界で利用される古紙は大幅に減少し
19 年は 18 年 6,667 万 t から 5.80％を減らし 6,280
万 t にとどまっている（図 1）。

長年にわたる製紙産業の急速な発展と原料
構成の改善により中国の古紙利用率は 2017 年
まで急上昇して 70％を超え、ピーク時には
74.4％に達して世界トップの英国に次ぐドイツ
と競うほどの高い水準となり、日本、フランス、
イタリア、米国を大きく上回っていた。しかし、
古紙の輸入制限により中国は 19 年に利用率を
58.3％とし、18 年から 5.6 ポイント下げ、わず
かとは言え世界平均を下回ってしまった（図
2）。

中国製紙産業における原料構成を分析するこ

とはそれほど難しくなく、古紙が常に業界発展
の重要な繊維原料であったことが容易に理解
される（図 3）。2014 年には製紙原料の構成比
で古紙パルプの比率が 65.3％という高い数値で
あったが、その後、古紙の輸入規制が影響し
て前年比 2.6 ポイント低下して 55.7％となり 05
年レベルに戻ってしまった。

2-2．輸入古紙の利用
中国の古紙原料の構成を分析していくと、以

下の点がわかってくる。古紙回収率の継続的向
上にともなって国内古紙の回収量も増大して
いったが、国内古紙に含まれる良質な木材繊維
は非常に少ない低品質古紙であり、そのため製
紙メーカーにとって使いにくい原料であり、処
理工程で強度のある繊維素材を追加しなければ
ならない。一方、中国の膨大な古紙需要を賄う
には国内回収の古紙だけでは対応できない。ま
た、輸入古紙には良質な木材繊維のウエイトが
国内古紙よりもはるかに大きく、強度が高いた
め国内回収古紙の品質を補うことができる。し
たがって、中国は毎年大量の古紙を輸入して使
用する必要があり（図 4）、古紙が輸入を規制
される以前、中国の古紙原料における輸入古紙
の占める比率はほぼ 40％前後で安定していた。
しかし、輸入規制がスタートしてからはそれが
徐々に低下していき、2019 年には 16.5％にま
でなってしまった。

図 1　中国における古紙の利用状況（2010 ～ 19 年）
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通関統計によると、中国で古紙が輸入規制
される前に古紙の年間輸入量は 3,000 万 t 近く
あったが、2019 年には 1,036 万 t まで減少した。
20 年末までに「固形廃棄物の輸入をゼロにす
る」という全体的目標に向かって、古紙につい
ても 20 年は前年に比べ大幅に減少している。

3．古紙輸入 “ ゼロ ” が製紙産業の成長性に
与える影響

3-1．製紙原料の大きな需給ギャップ
（1）直接現れた古紙原料の需給ギャップ
中国が古紙輸入政策の調整を開始した 2017

年以前に古紙輸入量は年間 3,000 万 t 近くあり、
国内では製紙原料の供給と需要の間に大きな
ギャップが生じていたことを直接示していた。
（2）生産能力増強による古紙原料の需給

ギャップ
現在、中国で生産される紙・板紙で古紙を主

要原料とする品種は段ボール原紙（ライナー、

中芯原紙）をはじめ、包装用紙、新聞用紙、白
板紙（主に裏ネズ）、非塗工印刷用紙、トイレッ
トペーパーがあげられる。そのうちトイレット
ペーパーと新聞用紙を除くと、主にパッケージ
用途に使われる品種であり、環境保護やリサイ
クル性などサステナビリティおよび費用対効果
の観点から市場での需要の動きは良好である。
このため近年は同分野の新しいプロジェクトや
投資計画が増え設備の規模も大きくなってきて
いる。

中国における段ボール原紙の主要メーカーが
明らかにした生産能力と設備投資計画に関する
情報によると、現在、年産 20 万 t 以上の段ボー
ル原紙メーカーが保有する生産能力の合計は
5,392 万 t であり、2019 年の生産量 4,410 万 t
を大幅に超えている。19 年に「文化用紙」（印刷・
情報用紙など）へ転抄した段ボール原紙マシン
の生産能力は約 120 万 t あり、今後の市場動向
によっては再び段ボール原紙の生産に戻る可能

図 2　中国および主要国の古紙利用率推移（2009 ～ 18 年）
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図 3　中国における製紙原料の構成変化（2001 ～ 19 年）
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性がある。2020 〜 21 年には年産 1,240 万 t 分
の新増設が控えており、年産 20 万 t 以上のメー
カーがもつ生産能力は 6,632 万 t となる。新た
に追加される 1,240 万 t のうち、20 年上半期に
約 320 万 t の設備が稼働して生産を開始、年内
には少なくとも 600 万 t の生産能力が追加され
る見込みである。
「第 13 次五ヵ年計画」（2016 〜 20 年）の期

間中に段ボール原紙業界において環境保護の条
件を満たしていないか、地域の発展方向に適合
していない企業は淘汰されることになってお
り、データによるとパッケージ系紙・板紙業界
にもっとも関係深い東莞（広東省）と富陽（浙
江省）という 2 つの大きな生産拠点では構造調
整・構造転換などにより、淘汰される紙・板紙
の旧式設備の生産能力は約 800 万 t になると予
想された。しかし、それら旧式設備が停機となっ
ても、段階的に発生する余剰能力や新増設設備
により古紙原料の需要は増えていく方向にある
と言える。

3-2．低品質の国内古紙がもたらす効率低下
と環境投資増大

古紙の輸入制限が進められた結果、古紙原料
に大きな需給ギャップが生じ、一時期、旺盛な
市場の需要を背景に国内古紙の回収・利用が急
ピッチで進んだ。一方、木材繊維の含有量が多
い輸入古紙は手に入りにくくなり、国内で発生

する古紙に含まれる長繊維の量も急速に減少し
ていった。

こうした 2 つの要因により国内回収古紙の品
質悪化が進行し、パルプ収率（歩留り）は大幅
に低下した。例えば、古紙の輸入規制がまだ部
分的に実施されていた 2017 年に古紙輸入量は
前年比で 278 万 t の減少にとどまったが、製紙
業界の古紙不足や旺盛な需要などを受け国内の
古紙回収量は 322 万 t 増加した。その結果、国
内の古紙パルプ収率は前年比で 1 ポイント低下
となった。これは古紙原料の購入コストに換算
すると紙パルプ業界全体で数億元の負担増に相
当し、しかも古紙パルプの生産量と品質はどち
らも大幅低下することとなった。

さらに言えば、その換算した追加コストには
古紙パルプの品質低下にともなう断紙率の急
増、生産効率の悪化、および汚染物質排出量の
増加による環境保全対策の投資や処理のコスト
は考慮されていない。現在、古紙繊維の品質低
下に対応し一部の製紙メーカーはユーザーが求
めている製品品質を維持するため化学薬品の使
用量を増やしており、その結果、工場廃水の
COD が 25 〜 30％上昇して環境負荷が高まっ
ているが、排出基準をクリアするために環境保
全設備への投資が増えている。

図 4　中国における輸入古紙の利用状況（2010 ～ 19 年）
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3-3．製紙関連産業チェーンの健全で安定し
た運営に対する影響

古紙の輸入がゼロになった場合、中国の製紙
メーカーは限られた国内発生の古紙資源をめ
ぐって競争せざるを得なくなる。古紙輸入が部
分的制限にとどまっていた段階では、製紙メー
カーは古紙調達に際し輸送費補助や総量奨励な
どの優遇策を繰り返し講じていた。こうした購
入価格面での競争のほかにも、一部の大規模製
紙工場ではほかの手段により国内古紙の安定確
保に取り組んできた。例えば、古紙回収業者と
の合弁事業で新たな古紙梱包工場を設置した
り、地域の大手回収業者との間で長期調達契約
を結んだり、あるいはインターネット上のプ
ラットフォームを利用して古紙調達のチャネル
を全国的に拡大したり等々である。

しかし業界全体の問題として捉えると、こう
した方法は対症療法でしかなく、問題の本質を
解決するまでには至らない。短期的に見れば一
部メーカーの原材対策として効果的解決になる
かもしれないが、長期的にはすべて製紙メー
カーにとっての古紙原材料の供給不足を解決す
る方法とはならないのである。最終的には、製
紙、製紙機械、製紙用薬品などの各業界、その
他の関連産業チェーン、さらには需要先となる
包装・印刷業界にとって健全で安定した事業環
境の形成にとってマイナス要因になってしまう。

3-4．促進される生産拠点の国際化
これまで海外における紙パルプ・プロジェク

トに関わった製紙メーカーは、玖龍紙業、理文
造紙、山東太陽紙業、山鷹紙業など業界をリー
ドする一部の大手に限られ、また全体的な投資
規模もそれほど大きくはなかった。しかし、古
紙の輸入が制限されはじめて中国に大量の海外
古紙は入ってこなくなり、その一方で古紙の国
際価格は大幅に低下するようになると、中国製
紙メーカーは海外での投資計画を相次いで発表
しはじめた。これは海外での古紙の調達・利用
のメリットに着目し、段ボール原紙や古紙パル
プの新たな生産拠点を海外に求めたことによ

る。つまり、国内の製紙大手は企業としての継
続的な成長性を確保し、事業展開上のリスクを
分散するとともに競争力強化を果たすため絶え
ず戦略の見直しを行っており、その一環として
投資対象の比重を国内から海外へシフトしてい
るということである。

実際に公表された企業情報によると、理文造
紙はマレーシアとベトナムに年産 125 万 t の段
ボール原紙および 95 万 t の古紙パルプの設備
投資を行い操業をスタートさせ、玖龍紙業はベ
トナムと米国でそれぞれ段ボール原紙 50 万 t と
古紙パルプ 22 万 t の設備を稼働させた。また、
山鷹紙業は東南アジアと米国で 42 万 t の古紙パ
ルプ設備を稼働、中国で事業展開している台湾
の正隆紙業もベトナムで段ボール原紙 30 万 t ラ
インの生産を開始させた。こうした海外生産拠
点で生産される古紙パルプの一部はパルプボー
ドにして中国へ輸出され、それ以外の古紙パル
プは直接パッケージ系板紙の製造工場で製品化
され、中国あるいは国際市場へ投入されている。

3-5．国内需要を満たせない古紙を主原料と
する品種

近年、中国製紙産業の急速な発展にともない、
国内製紙メーカーの設備技術や製品品質のレベ
ルは著しく向上し、紙・板紙のほとんどの品種
は国際品が輸入品を完全に代替できるようにな
り、製紙は基本的に自給自足が達成された産業
となった。しかし、古紙の輸入が完全に禁止さ
れれば古紙原料の需給ギャップは一段と大きく
なるため、古紙を主原料とする紙・板紙の生産
は必然的に影響を受けることになる。

過去 2 年間に古紙輸入が制限されたため国内
の古紙価格と原紙価格が逆転するという現象も
一時発生し、全体的に業界の設備稼働率が低下
するとともに古紙を主原料とする紙・板紙の品
種では製品の輸入量が増大した。2019 年に新
聞用紙は輸入 46 万 t で、同年における新聞用
紙消費量全体の 23.6％を占めた。また、中芯原
紙は輸入 156 万 t で消費量全体の 6.6％、ライ
ナーは輸入 220 万 t で同様に 9.2％を占めてい
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る（図 5）。つまり、中国においては古紙原料
の供給量が限られれば限られるほど、古紙主原
料の紙・板紙品種は市場の要求に応えられず製
品輸入が必要になっていくということである。

4．対策の検討と直面する問題

2021 年の「固形廃棄物の輸入ゼロ」が近づ
くにつれ、中国製紙産業が抱える原料の需要と
供給がアンバランスであるという矛盾は一段と
顕著になっている。

過去 2 年間の中国における紙・板紙、パルプ
の輸入状況を見ると、原料の供給量が限られる
ようになってから紙・板紙の輸入が増え続けて
いることが理解される。原料構造の新たなバラ
ンスを確立するためにも、古紙の輸入制限によ
る原料需給ギャップの解消には国内回収古紙、
木材パルプ、輸入古紙パルプのそれぞれを増や

していくことが求められてくる。
4-1．向上迫られる国内古紙のリサイクル性
中国では紙・板紙の消費量が大規模化し、

2019 年には 1 億 704 万 t に達している。した
がって、国内古紙の回収量を増やすことは古紙
供給量を増大させることに直接つながり、古
紙原料の輸入依存をある程度緩和するように
なる。しかし、中国における 19 年の古紙回収
率は 49.0％で、18 年の世界平均回収率である
56.6％を下回っており、先進国・地域の 80％か
らは大きく離れている（図 6）。

標準化された古紙回収市場の仕組みを確立し
て回収システムを改善・近代化し高度なリサイ
クル技術を導入すれば、中国の古紙回収率は世
界平均レベル、さらには先進国・地域のレベル
に達し、国内回収の古紙が輸入古紙に取って代
わることができる。多くの人がそう思いがちだ

図 5　中国における新聞用紙と段ボール原紙の輸入量推移（2010 ～ 19 年）

250

200

150

100

50

0

新聞用紙 ライナー 中芯原紙

輸
入
量
（
万
t）

2018 2019 年20172016201520142013201220112010

図 6　世界の主要国における古紙回収率の推移（2010 ～ 18 年）
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が、実際には必ずしもそうならないだろう。関
連分野に携わる専門家の推定によると、中国で
は毎年、輸出製品の包装材料として使われる
2,000 万 t 以上の紙・板紙がその製品とともに
国外へ出て行く恰好となり、その輸出先の多く
は先進国・地域である。

この分析に基づくと、中国における現在の古
紙回収率は「見掛け」であり、実質的にはすで
に高い回収率となっており、ほぼ先進国・地域
のレベルに達していると言ってよい。また、家
庭紙や建材用紙、たばこ用紙、工業用・農業用・
軍事用特殊紙などの紙・板紙は、輸出製品の包
装資材に使われる紙・板紙と同様に回収するこ
とはできない。それら回収不能の紙・板紙は全
体で約 2,500 万 t あると推計されていることか
ら、中国で古紙の回収率を向上させる余地はか
なり限られたものになりそうである。

したがって、国内古紙の回収・利用を拡大さ
せて古紙の輸入禁止がもたらす原料供給不足の
問題を解消しようとしても、部分的に古紙不足
が緩和されるだけである。しかし短期的には、
新型コロナウイルスの感染拡大や国際情勢の影
響を受けて「国内大循環」の内部循環経済モデ
ルが本格化してきたことから、国内で消費され
る紙・板紙のリサイクルが拡大し国内での古紙
資源増大が予想される。

4-2．増加する古紙パルプの輸入
古紙パルプの輸入については、一部の中国製

紙メーカーが海外展開を加速させており、玖龍
紙業、理文造紙、太陽紙業、山鷹紙業などパッ
ケージ系板紙品種の製紙会社はマレーシア、ベ
トナム、米国、ラオス、インドネシア、ミャン
マー、インド、カンボジアなどでの古紙パルプ
生産拠点構築を相次いで発表している。すでに
生産能力約 350 万 t の古紙パルプ設備が完成し
て稼働し、購入契約も済ませている。さらに計
画されているものも約 240 万 t あり、合計する
と古紙パルプの生産能力は約 590 万 t になる。
それ以外でも、規模は未定だが海外での古紙パ
ルプ・プロジェクトを計画している製紙メー

カーがある。
中国では輸入古紙の減少にともない古紙パル

プの輸入を増やしており、通関統計によると
2019 年に 90 万 9,000t で、これは 18 年の 3.08
倍にあたる。現在、中国の古紙パルプの主な輸
入先は台湾、ラオス、米国、ベトナム、マレー
シアの 5 ヵ国・地域からのものであり、これら
国・地域からの輸入量合計は 80 万 3,000t、中
国が輸入する古紙パルプ全体の 88％を占める

（図 7）。
4-3．国内・海外資源の利用による木材パル

プの消費量増加
表 1 に示した中国の製紙用パルプ消費量内

訳を見ると、種類別構成比と消費量の両面で変
化が現れていることがわかる。古紙パルプと非
木材パルプが消費量を減少させる一方で木材パ
ルプは増やしている。2019 年に中国は製紙用
パルプ 9,609 万 t を消費したが、うち木材パル
プが 3,581 万 t 使われており、これは製紙用パ
ルプ消費量全体の 37％を占め 18 年から 2 ポイ
ントを上昇させている。

木材パルプの供給面では、過去 2 年間に新た
な木材パルプ・プロジェクトの試運転と本格
生産の恩恵を享受している。例えば、晨鳴集
団の寿光による漂白広葉樹パルプの年産 40 万
t プロジェクトや、同じく晨鳴集団の黄岡によ
る溶解パルプの 35 万 t プロジェクトがそれぞ
れ 2018 年に竣工し生産を開始している。また、
日照華泰による未晒化学パルプの 20 万 t 生産
ラインが 19 年 7 月に稼働した。その結果、19
年における中国の木材パルプ生産量は 1,268 万
t で、18 年 1,147 万 t から 10.55％増えており、
この 10 数年の間で最大の増加率を示している。

木材パルプの供給でもう 1 つの重要な点は輸
入依存度が高いということである。2019 年に
中国は木材パルプを 2,719 万 t 輸入しており、
これは前年比 9.7％増となっている。

５．お わ り に

ここ数年、中国の製紙業界は全国的な古紙回
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収・利用の促進と古紙パルプの輸入拡大に努力
を重ねてきたが、それが海外からの輸入古紙す
べてに置き換わることはなく、まだ古紙原料の
需給ギャップを解消するには至っていない。今
後数年にわたっても、引き続き原料問題が中国
の製紙産業の発展を左右する重大テーマになる
だろう。

2020 年における想定外の新型コロナウイル
スの感染拡大は社会全体の在り方を変え、すべ
ての業界発展にとって従来にない大きな影響を
及ぼすものとなった。そのなかで国内循環の新
しい発展パターンを中心に置きながらも、国内・
国際市場を利用した持続的発展、すなわち“双
循環”（国内循環・国際循環の 2 つの循環を意
味する）を促進させていくという方向が今後し

ばらくは中国の国家戦略になっていこう。した
がって、中国製紙産業においても戦略的思考に
より輸入古紙の置き換えという問題の解決に向
け、“双循環”戦略に基づく貿易関係を積極的
に発展させ、製紙原料のサプライチェーンの多
様化に注力する必要があろう。

他方ではプラスチック規制が製紙業界にとっ
て新たな“追い風”となっているが、それを好
機として活かしていくためにも輸入古紙の代替
問題を解決すべきであり、国内回収古紙の品質
に注意を払い製品の品質を確保しながらリサイ
クル性や生分解性、再生可能性の利点を追求し
ていけば、人々の新たなニーズを満たすととも
に産業として持続的な成長を果たしていくこと
ができる。

図 7　中国おける古紙パルプの主要輸入先と輸入量（2019 年）
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木材パルプ 3,151 31.4 3,303 35.2 3,581 37.3 8.42

輸　入 2,111 21.0 2,166 23.1 2,317 24.1 6.97

国　産 1,040 10.3 1,137 12.1 1,264 13.2 11.17

古紙パルプ 6,303 62.7 5,474 58.3 5,443 56.6 -0.57

輸　入 1 0.0 30 0.3 92 1.0 206.67

国　産 6,302 62.7 5,444 58.0 5,351 55.7 -1.71

  輸入古紙 2,063 20.5 1,457 15.5 930 9.7 -36.17

　国内古紙 4,239 42.2 3,987 42.5 4,421 46.0 10.89

非木材パルプ 597 5.9 610 6.5 585 6.1 -4.10

合　計 10,051 100.0 9,387 100.0 9,609 100.0 2.36

（資料：中国造紙協会)

（単位：万t、％)

 1

表1　中国における製紙用パルプの消費動向（2017～19年）
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われわれ東北製紙原料直納協同組合は、現在
東北 6 県 22 社で構成されています。全国製紙
原料商工組合連合会の中では賛助会員という立
場ではありますが、過去の資料を紐解きますと
設立申請は昭和 49 年（1974 年）11 月 28 日と
記載されており、発起人代表は現　(株)高良（当
時は合資会社　高良商店）の高橋利助様であり、
合計 8 社からなる設立趣意書を拝見すると遥か
なる歴史の積み重ねと、偉大なる先達への畏敬
の念を感じる次第です。

47 年後の 2021 年現在ではこの発起人に名前
を連ねた皆様の子、孫の世代が中心となり組合
事業が運営されており、数社の脱退、廃業等は
ありましたが、東北一丸となり協力しながら、
活発に活動をしております。

また、当組合構成会社の特色としては、金属
スクラップ業との兼業が多く、地域の総合リサ
イクルセンターとして企業活動を行っていると
いう側面があると思います。東北地方は首都圏、
中部圏、関西圏のように人口が多い地域ではあ
りませんので、仙台市の大都市圏以外は人口の
少ない地域で企業を運営していく上での苦肉の
策（必要条件）だったのかもしれませんが、自
分の若いころ、東北以外の全原連の会員の皆様
とお会いした時には、鉄スクラップ業と兼業し
ていると話すと、驚かれることも多くあり、そ
の逆に関東以西のスクラップ業社の皆様とお会
いした時にも、「古紙も扱う業者です」と自己
紹介すると、同様に驚かれた事を思い起こし、
これも地域の特色ではないのかな、と感じてお
ります。

当組合の活動といたしましては、長年にわたり
①　定時総会の開催（毎年 6 月）
②　2 か月に 1 回の組合員間での情報交換会議

の開催と、東北地方の製紙メーカーの原料
担当者様との会議

③　毎年秋口に開催します移動例会での日本国
内および世界の製紙業関連の先進地を訪問
しての事例研究

④　毎年 12 月に行われます集団回収団体の表
彰式及び忘年会

が定期的に行われておりますが、昨年はコロナ
ウィルスの影響で大幅な縮小を余儀なくされま
した。

話は変わりますが、当組合の企業拠点の多く
が点在する東北地方の太平洋側を襲いました
2011 年の東日本大震災とその津波の発生より、
本年で 10 年が経過致します。東北の沿岸部に
石巻市に在ります当社も甚大なる被害を受け、
ベーラー 3 台が水没し稼働不能（同年 8 月には
復旧）、となり、隣接していた広域行政事務組
合の一般廃棄物焼却炉も被災し稼働不能となり
ましたが、行政からの要請で避難所から排出さ
れるダンボールを受け入れ、バラの手積で大型
車に積み込み、被災を逃れた近所のベーラー業
者様に梱包を依頼したのを昨日のように思い出
されます。当組合の構成会社でも沿岸部に位置
しておりました数社が甚大な被害をうけまし
た。また、同じ石巻市にあります日本製紙 ( 株 )
石巻工場様もすべて水没し甚大な被害を受けま
したが、日本製紙様も震災前の姿を取り戻され、
また、私事ではありますが、当社も全原連の会
員の皆様よりの物心両面でのご支援により復興
できましたこと、この紙面をおかりして御礼申
し上げます。しかしながら福島原発の事故によ
り、未だ再開できない組合員企業の拠点もある
こと、自分の生まれ故郷に戻れない方がいらっ
しゃる事実を震災の記憶と共に、心のどこかに
留めておいていただければ幸いです。

昨今、マスメディアにおいて SDGs、ESG な
どの言葉が聞かれない日はなく、資源リサイ
クルが注目される産業となり、SDGs の目標 12
に「つくる責任　つかう責任〜持続可能な消費
と生産のパターンを確保する〜」というゴール
が掲げられておりますが、当組合も製紙メー
カー様との協同で、古い会社では明治時代より
このゴールを果たしている、という感じがあり
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地域組合活動紹介

東北製紙原料直納協同組合の活動

全国製紙原料商工組合連合会

渉外広報委員会　　齋藤　祐司
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ます。
今後も社会貢献と環境保全を念頭に置きなが

ら、製紙業界、古紙業界発展の為、組合企業が
一丸となり努力邁進していきたいと存じます。
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〔昭和49年組合設立時の資料〕

四国製紙原料商工組合の活動

全国製紙原料商工組合連合会

新年明けましておめでとうございます。昨年
はコロナウィルスが世界的に流行し、かつてな
い大混乱を世界に与えました。我々古紙業界や
製紙業界においてもこれまでのビジネスモデル
が全く通用しないような激震が現在も続いてい
ます。本年がコロナウィルスの混乱を収束させ、
新たな可能性を見出す年となります事を切に願
います。さて、この度、全国製紙原料商工組合
の広報誌において私たち四国製紙原料商工組合
の頁を頂きましたので拙筆ではありますが紹介
文を書かせて頂きます。

私たちの製紙原料商工組合は四国に本社を置
く 17 社の製紙原料直納問屋が加盟しておりま
す。二代目となる現理事長は徳島県の株式会社

フジゲン代表取締役社長の藤田實が務めており
ます。初代理事長は香川県の株式会社正芳商会
代表取締役会長の松野博文が務め上げました。
私たちの組織は 2008 年 5 月の全国製紙原料商
工組合の通常総会で無事承認されて四国製紙原
料商工組合（略称・四国商組）が結成されました。

この四国商組の前身団体として 1993 年 10
月 25 日に設立された香川県製紙原料商工組合

（略称・香川商組）がありました。1993 年当
時、四国全体での製紙原料商工組合の立ち上げ
についても検討されましたが、各県の意識統一
が図れず断念し香川県だけのスタートとなりま
した。しかしながら香川県だけでも全国製紙原
料商工組合とのパイプを繋いでくれていた事
が、後の四国商組の立ち上げに大変大きな役割
を果たしたことは間違いない事実です。1993
年当時、古紙は現在よりも大量に発生し全国で
荷余りや製紙会社の荷止めもあり大変な状況で
した。香川県の各製紙原料商工組合メンバーは

渉外広報委員会　石川　義浩



30303030

各社知恵を持ち寄り、古紙の価格低迷や余剰問
題について定期的に会合を行い、膝を突き合わ
せて話し合いを行いました。そのような時代背
景の中においても古紙再生利用促進の理念を持
ち、香川県高松市内の大型スーパーの催し会場
で古紙のリサイクルフェアを行いました。実際
の大きさの段ボールプレスを作成しリフトで会
場に持込み、市民にリサイクル活動の内容を視
覚的に訴えました。また当時から行われていた
牛乳パックのリサイクルに着目し、来店する主
婦層や子供たちに向けて牛乳パックの切断展
開、洗浄・乾燥などの必要性と資源再利用の重
要性を訴えました。リサイクルという言葉が広
く世に知られる前でしたが当時相当の反響が
あったと聞いております。

時代は流れ 2008 年当時、古紙は中国製紙会
社の旺盛な需要により受給は引き締まり、価格
は高騰する時期にありました。香川商組が立ち
上がった 1993 年当時と市況は真逆であり、ま

た、時間を経て一般市民のリサイクルに対する
意識も格段に向上していました。この状況下に
おいて四国の製紙原料直納問屋が力を合わせる
必要があるとの認識のもと香川県に加え、愛媛、
徳島、高知の業者も参加して四国商組の結成に
至りました。活動内容としては全国製紙原料商
工組合の活動への参加、四国内での古紙再生利
用促進の啓蒙活動、四国商組メンバー同士の交
流などを行って参りました。2013 年に北海道、
2015 年に沖縄、2018 年にはタイへ視察旅行に
行き見聞を広げ、メンバー同士の交流をより深
める事ができました。2012 年 5 月には全国製
紙原料商工組合の第 35 回通常総会が松山で行
われ、四国商組として全国の組合員の皆様をお
迎えすることができました。また、我々の活動
を少しでも全国の一般の方にも知って頂きたく
思い 2018 年 10 月 5 日には四国商組のホーム
ページを立ち上げました。ご興味のある方は是
非ご覧ください。

2018年1月タイ視察旅行での一枚 ユナイテッドペーパー正門前で記念撮影

ユナイテッドペーパーでは古紙の原料置き場も見学させて頂きました
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編 集 後 記

Ｊ Ｒ Ｐ Ａ 通 信（Japan Recovered Paper 
Association Public Relations Magazine） の
第 3 号をお送りします。翻訳すると「全原連
広報紙」といったところでしょうか。当て字
の英文音読みで「リカパー通信」と命名して
も良いでしょう。

全原連事務局で第 1 号、第 2 号を編集制作
しましたが、理事長の発案で第 3 号目は昨年
末、各地の組合の皆さんにお伝えしました通
り、全原連の渉外広報委員会が編集を担当す
ることになりました。その意味では委員会と
しての第 1 回目の発行となります。

2020 年は 1 月 16 日の 1 人目の国内初の新
型コロナ感染者の発生、2 月のクルーズ船の
クラスター以降どんどんと悪化し、2 度目の

緊急事態を迎えながら新年が始まりました。
この間、山ほどの諸問題が生じながら、組合
の委員会としては何ひとつ事業が取り組め
ず、ズームシステムによる編集会議で、よう
やくこの第 3 号が完成したことを喜びたいと
思います。

年間 2 回の各号を、全国の渉外広報委員に
当番して頂き、地元に寄り添った「リカパー
通信」 が制作していけるよう委員会一同頑張
りますので、宜しくお願い致します。

次の第4号は8月に発行を予定しています。

全原連 渉外広報委員会
　委員長　須長 利行

四国商組の結成から今日に至るまで古紙の市
況は激しく乱高下し、以前に比べ市況は短期間
のうちに目まぐるしく変化するようになりまし
た。古紙のアウトサイダーによる持ち去りに対
応を迫られたと思えば、逆に余剰問題に対応を
迫られるなど様々な問題と向き合い対処してき
ました。

私たちの住む四国地域は全国一人口規模が小
さい地域であるにも関わらず、製紙産業は全
国でもトップクラスに盛んな地域です。その
為、四国地域全体で発生する古紙の量では地域
内の製紙会社の故紙需要を賄うことはできませ
ん。全国で最も発生と消費の需給ギャップの大
きな地域になります。その為、少しでも活発に
古紙回収の取り組みを行い、需給のギャップを
埋めなければなりません。また、全国でも先進
的に過疎が進んでいる地域でもあり、回収地域

の広大化や回収不能地域の存在などの問題もあ
ります。学校や地域の廃品回収による回収ルー
トも携わる人の減少により仕組みを維持するこ
とが困難な状況です。今回のコロナウィルスの
発生により回収を中止した回収団体もあり今後
の動向が読めません。製紙会社も世の中の紙離
れがコロナウィルスにより急速に進み、生産は
この一年で大きく減少しました。それに伴い全
国的にも回収量が大きく減っています。もとも
と過疎地域である四国はさらに減少幅が大きい
です。今後の古紙業界についてどのような経営
を行うのか。益々、組合員全体で一致団結し難
問に取り組む必要に迫られます。今回のコロナ
ウィルスの経験から世の中には「まさか」とい
う事態が起こり得るということを業界全体が痛
感した昨年の経験を活かして今年が実り多い年
になります事を強く祈念いたします。
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本社　〒134-0091 　
東京都江戸川区船堀2丁目23番-21号
電話 03-3689-0303 FAX 03-3689-0318

お問い合わせ先
ビジネスソリューション営業第一部
営業担当：柿崎　貴信
TEL：03-4233-0945　FAX：03-5463-1138
＊旧社名　東芝ソリューション販売株式会社
　　　2019年7月1日より社名変更となりました。


